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調達計画とは
•開発するシステムに必要な製品やサービスの購入だけ
でなく，組織内部や外部によるシステム開発なども含
む 
•開発システムの用途，規模，取組方針，前提や制約条
件に応じた調達方法を考える必要がある
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調達計画
•調達計画の策定 
- 調達対象，調達の条件，調達の要求事項などを定義する 
- 要件定義を踏まえ調達方法を選択 

‣ 既存製品またはサービスの購入，組織内部でのシステム開発，外
部委託でのシステム開発 

‣ 何を社内で実施し，社外に何を委託するか決める内外作基準を作
成する 

•調達の方法 
- 企画競争，一般競争入札，総合価格落札方式
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RFI・RFP
•情報提供依頼書  
（RFI : Request For Information) 
- システム化の目的や業務内容を示す 
- 調達にあたって，ベンダ企業に対してのRFPを作成するため
の情報を依頼するもの 
- ベンダ企業は，RFIに対して情報を提供する 

•提案依頼書  
（RFP : Request For Proposal） 
- 調査対象システム，提案依頼事項，調達条件などを示す 

‣ システムの対象範囲やモデル，サービス要件，目標スケジュール，契約
条件，ベンダの技術や実績要件などを含む 

- RFPを提示してベンダ企業に，提案書・見積書の提出を依頼する
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提案書・見積書
•ベンダ企業では，提案依頼書を基にシステム構成，開
発手法などを検討し，提案書や見積書を作成して発注
元に提案する 
•見積もりを依頼するためにRFQ (Request For 
Quotation : 見積依頼書) を作成することもある
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問題1
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解答1
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調達選定
•調達先の選定にあたって，提案評価基準や要求事項適合度の重み
付けを行う選定手順を確立する必要がある 
•総合的に評価する必要がある 
- コストや工期 
- 法令厳守（コンプライアンス）や内部統制 

•CSR調達 
- CSRを意識した調達 
- CSR (Corporate Social Responsibil ity : 企業の社会責任) 

‣ 企業が利益を追求し続けるだけでなく，社会へ与える影響に責任を持ち，利害
関係者からの要求に対して適切な意思決定をすること 

•グリーン調達 
- 環境への負担の少ないものから優先的に選択する
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ファブレス
•ファブレス : ファブ（工場 : fabrication facility）
を持たない会社（工場を持たずに製造業を行う会社） 
- 製品の企画や設計だけを行い，製造は自社工場で行
わずEMSなどを行う企業に委託する 
‣ EMS (electronics manufacturing service)
電子機器の受託生産サービス 

- OEMでの供給を受ける形で，自社ブランドとして
販売する 
‣ OEM : (original equipment manufacturer) 
相手先ブランド名製造
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問題2
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解答2
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調達リスク分析
•リスクを組織的に管理（マネジメント）し，損失など
の回避または低減をはかるプロセス 
- 内部統制，法令厳守，CSR調達，グリーン調達などの観
点によるリスク管理が必要 
‣ 信用リスク，事務リスク，風評リスクなど
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契約集締結
•選定したベンダ企業と契約についての交渉を行う 
- 納入システム，費用，納入時期，発注元とベンダ企業と
の役割分担などを確認し，契約を締結する 

•情報システムの取引において業務を委託するときに集
結する契約は2種類 
- 請負契約 

‣ 頼んだ仕事を完成させる責任がベンダ側にある 
- 準委任契約 

‣ 完成責任は発注側にある，ベンダ企業は業務実施が求められる
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契約締結
•労働力を提供してもらうときに締結する契約は2種類 
- 派遣契約 

‣ 指揮命令は発注者側 
‣ 労働条件（残業するかなど）は受注者側（派遣会社など）が決め
る 

- 出向契約 
‣ 指揮命令は発注者側 
‣ 労働条件（残業するかなど）は発注者側が決める
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問題3
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解答3
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さいごに
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